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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）２５℃で液状のポリエチレングリコール、（Ｂ）２５℃でペースト状又はロウ状
のポリエチレングリコール、（Ｃ）２５℃で固体又は粉末状のポリエチレングリコール、
並びに（Ｄ）水を含有し、
　前記（Ａ）成分の数平均分子量が２５０～４５０、前記（Ｂ）成分の数平均分子量が５
５０～１８００、且つ、前記（Ｃ）成分の数平均分子量が２５００～４０００であり、
　前記（Ａ）成分の含有量が３～２０質量％、前記（Ｂ）成分の含有量が２～２０質量％
、前記（Ｃ）成分の含有量が５～３０質量％、且つ、前記（Ｄ）成分の含有量が２０～８
０質量％であることを特徴とする頭髪用組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、頭髪用組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、整髪保持力を付与する手段の一つとして、被膜形成剤により毛髪上に被膜を
形成させて毛髪を固定する方法がある。しかし、この方法では、ごわつき感が生じ、柔ら
かな自然な風合いでまとめることができなといった問題や、再整髪時にフレーキングが生
じるといった問題があった。
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【０００３】
　このような問題点を解決するために、形成される被膜を柔軟にする試みがなされている
。例えば、形成される被膜に可塑性を付与するため、多価アルコールを含有させたセット
剤が提案されている（特許文献１および２参照）。しかしながら、これらは少量では、可
塑効果が小さく、また、多量に配合すると、ベタつきが生じ整髪保持力に悪影響を与えて
しまうという欠点がある。
【０００４】
　また、ロウ類やワックス類などの固形油分を用いて毛髪を固定する方法もある。この方
法は、被膜形成剤を用いた場合に比べ、整髪保持力に若干劣るが、再整髪が容易であるこ
とが最大の特徴である。しかしなから、これら試みに拠っても、油分特有のべたつき感が
生じ、手触りに関して自然さ残るといった問題や、柔らかな自然な風合いでまとめること
ができなといった問題があった。
【０００５】
　このような問題点を解決するために、油分特有のべたつきを低減させる試みがなされて
いる。例えば、ワックス類とシリコーンオイルを含有させたヘアクリームが提案されてい
る（特許文献３参照）。しかしながら、べたつきは改善できるものの、整髪保持力や再整
髪性を著しく低下させてしまい、うねりやはねが発生し毛髪がまとまりにくいという欠点
がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１１－７１２４４号公報
【特許文献２】特開平１１－１００３１２号公報
【特許文献３】特開２００２－３７０９３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、前記従来技術に鑑みてなされたものであり、ベタつきを抑えて頭髪を柔らか
な自然な風合いでまとめることができるとともに、整髪保持力に優れ、容易に再整髪がで
きるだけではなく、再整髪時にフレーキングが生じない頭髪用組成物を提供することを課
題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　即ち、本発明は、（Ａ）２５℃で液状のポリエチレングリコール、（Ｂ）２５℃でペー
スト状又はロウ状のポリエチレングリコール、（Ｃ）２５℃で固体又は粉末状のポリエチ
レングリコール、並びに（Ｄ）水を含有し、前記（Ａ）成分の数平均分子量が２５０～４
５０、前記（Ｂ）成分の数平均分子量が５５０～１８００、且つ、前記（Ｃ）成分の数平
均分子量が２５００～４０００であり、前記（Ａ）成分の含有量が３～２０質量％、前記
（Ｂ）成分の含有量が２～２０質量％、前記（Ｃ）成分の含有量が５～３０質量％、且つ
、前記（Ｄ）成分の含有量が２０～８０質量％であることを特徴とする頭髪用組成物に関
する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の頭髪用組成物は、ベタつきを抑えて頭髪を柔らかな自然な風合いでまとめるこ
とができるとともに、整髪保持力に優れた効果を奏する。また、本発明の頭髪用組成物は
、容易に再整髪ができるだけではなく、再整髪時にフレーキングが生じないという効果も
奏する。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の頭髪用組成物は、（Ａ）２５℃で液状のポリエチレングリコール、（Ｂ）２５
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℃でペースト状又はロウ状のポリエチレングリコール、（Ｃ）２５℃で固体又は粉末状の
ポリエチレングリコール、並びに（Ｄ）水を含有する。
【００１１】
　用いられる（Ａ）成分としては、２５℃で液状を呈するポリエチレングリコールであれ
ば特に限定されないが、数平均分子量が１００～４５０の範囲のポリエチレングリコール
が挙げられる。具体的には、ポリエチレングリコール２００、ポリエチレングリコール３
００、ポリエチレングリコール４００などを例示することができる。これら（Ａ）成分は
、１種を単独で用いてもよく、２種以上を適宜組み合わせて用いることができる。尚、上
記ポリエチレングリコールに続き記載されている数値は、数平均分子量を表す。
【００１２】
　本発明においては、上記した（Ａ）成分の中でも、整髪力を高める観点から、数平均分
子量が２５０～４５０の範囲のポリエチレングリコール、より具体的には、ポリエチレン
グリコール３００、ポリエチレングリコール４００を用いることがより好ましい。
【００１３】
　（Ａ）成分の含有量は、所望の効果が充分に付与されるのであれば特に限定されないが
、通常、フレーキングを抑制する観点から、組成物中、１質量％以上が好ましく、より好
ましくは３質量％以上である。また、整髪保持力の観点から、３０質量％以下が好ましく
、より好ましくは２０質量％以下である。これらの観点から、（Ａ）成分の含有量は、１
～３０質量％が好ましく、より好ましくは３～２０質量％である。
【００１４】
　用いられる（Ｂ）成分としては、２５℃でペースト状又はロウ状を呈するポリエチレン
グリコールであれば特に限定されないが、数平均分子量が５５０～２２００の範囲のポリ
エチレングリコールが挙げられる。具体的には、ポリエチレングリコール６００、ポリエ
チレングリコール１０００、ポリエチレングリコール１５００、ポリエチレングリコール
１５４０、ポリエチレングリコール２０００などを例示することができる。これら（Ｂ）
成分は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を適宜組み合わせて用いることができる。
尚、上記ポリエチレングリコールに続き記載されている数値は、数平均分子量を表す。
【００１５】
　本発明においては、上記した（Ｂ）成分の中でも、フレーキングを抑制し、柔らかい質
感を与えるの観点から、数平均分子量が５５０～１８００の範囲のポリエチレングリコー
ル、より具体的には、ポリエチレングリコール６００、ポリエチレングリコール１０００
、ポリエチレングリコール１５００、ポリエチレングリコール１５４０を用いることがよ
り好ましい。
【００１６】
　（Ｂ）成分の含有量は、所望の効果が充分に付与されるのであれば特に限定されないが
、通常、整髪力を維持しフレーキングを抑制する観点から、組成物中、１質量％以上が好
ましく、より好ましくは２質量％以上である。また、ベタつきを抑える観点から、３０質
量％以下が好ましく、より好ましくは２０質量％以下である。これらの観点から、（Ｂ）
成分の含有量は、１～３０質量％が好ましく、より好ましくは２～２０質量％である。
【００１７】
　用いられる（Ｃ）成分としては、２５℃で固体又は粉末状を呈するポリエチレングリコ
ールであれば特に限定されないが、数平均分子量が２５００～３００００の範囲のポリエ
チレングリコールが挙げられる。具体的には、ポリエチレングリコール４０００、ポリエ
チレングリコール６０００、ポリエチレングリコール１１０００、ポリエチレングリコー
ル２００００などを例示することができる。これら（Ｃ）成分は、１種を単独で用いても
よく、２種以上を適宜組み合わせて用いることができる。尚、上記ポリエチレングリコー
ルに続き記載されている数値は、数平均分子量を表す。
【００１８】
　本発明においては、上記した（Ｃ）成分の中でも、フレーキングの観点から、数平均分
子量が２５００～４０００の範囲のポリエチレングリコール、より具体的には、ポリエチ



(4) JP 5972025 B2 2016.8.17

10

20

30

40

50

レングリコール４０００を用いることがより好ましい。
【００１９】
　（Ｃ）成分の含有量は、所望の効果が充分に付与されるのであれば特に限定されないが
、通常、整髪保持力を高める観点から、組成物中、２質量％以上が好ましく、より好まし
くは３質量％以上である。また、フレーキングの観点から、４０質量％以下が好ましく、
より好ましくは３０質量％以下である。これらの観点から、（Ｃ）成分の含有量は、２～
４０質量％が好ましく、より好ましくは３～３０質量％である。
【００２０】
　（Ｄ）成分の水は、化粧料原料として使用できるものであれば特に限定はされないが、
通常、精製水が用いられる。（Ｄ）成分の含有量は、所望の効果が充分に付与されるので
あれば特に限定されないが、通常、髪なじみの観点から、組成物中、１０質量％以上が好
ましく、より好ましくは２０質量％以上である。また、初期の整髪力を高める観点から、
９０質量％以下が好ましく、より好ましくは８０質量％以下である。これらの観点から、
（Ｄ）成分の含有量は、１０～９０質量％が好ましく、より好ましくは２０～８０質量％
である。
【００２１】
　本発明の頭髪用組成物は、上記した（Ａ）～（Ｄ）成分を組み合わせて用いることによ
り、頭髪を柔らかな自然な風合いでまとめることができるとともに、整髪保持力に優れた
効果を発揮させることができることから、ごわつきやフレーキングが生じる原因成分であ
る被膜形成剤を実質的に含有させないことが好ましい。尚、本発明で言う実質的にとは、
別途含有させることはしないという意味であり、各配合成分中に含まれる微量の被膜形成
剤までを除外するものではない。
【００２２】
　本発明の頭髪用組成物には、本発明の効果を損なわない範囲で、上記した成分の他、通
常化粧品に用いられる成分、例えば、油脂、ロウ類、炭化水素、シリコーン類、脂肪酸エ
ステル、高級アルコール、高級脂肪酸などの油性成分；非イオン界面活性剤、陰イオン界
面活性剤、陽イオン界面活性剤、両性界面活性剤の各種界面活性剤；低級アルコール、多
価アルコール、糖類、ステロール類などのアルコール類；粘度鉱物、水溶性多糖類などの
増粘性高分子；抗酸化剤；紫外線吸収剤；金属イオン封鎖剤；無機顔料、粉体、色素、顔
料、染料、ビタミン類、アミノ酸類、収斂剤、動植物抽出物、酸、アルカリなどの添加成
分；水などを目的に応じて適宜任意に配合することができる。
【００２３】
　具体的には、油性成分としては、例えば、オリーブ油、ツバキ油、マカデミアナッツ油
、アボカド油などの油脂；カルナバロウ、キャンデリラロウ、ホホバ油、ミツロウ、ラノ
リンなどのロウ類；流動パラフィン、パラフィン、ワセリン、セレシン、マイクロクリス
タリンワックス、スクワレン、スクワランなどの炭化水素；メチルポリシロキサン、メチ
ルフェニルポリシロキサン、メチルシクロポリシロキサン、オクタメチルシクロテトラシ
ロキサン、オクタメチルシクロペンタシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、
メチルハイドロジェンポリシロキサンなどのシリコーン類；ミリスチン酸イソプロピル、
ミリスチン酸２－オクチルドデシル、２－エチルヘキサン酸セチル、パルミチン酸２－エ
チルヘキシル、ジ－２－エチルヘキサン酸ネオペンチルグリコール、トリ－２－エチルヘ
キサン酸グリセロール、オレイン酸２－オクチルドデシル、トリイソステアリン酸グリセ
ロール、トリ－２－エチルヘキサン酸グリセロール、オレイン酸２－オクチルドデシル、
リンゴ酸ジイソステアリル、トリイソステアリン酸グリセロール、２－エチルヘキサン酸
ジグリセリドなどの脂肪酸エステル；セチルアルコール、ステアリルアルコール、イソス
テアリルアルコール、２－オクチルドデカノール、オレイルアルコールなどの高級アルコ
ール類；ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸、
オレイン酸などの高級脂肪酸などを例示することができる。
【００２４】
　界面活性剤としては、ソルビタン脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステル、ヒマシ



(5) JP 5972025 B2 2016.8.17

10

20

30

40

50

油、硬化ヒマシ油およびこれらのアルキレンオキシド付加物、ポリグリセリン脂肪酸エス
テル、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル、ポリオキシアルキレン脂肪酸エステル、
ポリオキシアルキレンアルキルフェノール、ポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステ
ル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルホルムアルデヒド縮合物、ポリオキシエチレン
ステロールおよびその誘導体、ポリオキシエチレンラノリンおよびその誘導体、ポリオキ
シエチレンミツロウ誘導体、シュガーエステル類などの非イオン界面活性剤；高級脂肪酸
石鹸、アルキル硫酸エステル塩、アルキルリン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル硫酸塩、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル硫酸塩、アルキルエーテルリン
酸エステル、アルキルエーテルカルボン酸塩、アシルメチルタウリン塩、Ｎ－アシル－Ｎ
－メチル－β－アラニン塩、Ｎ－アシルグリシン塩、Ｎ－アシルグルタミン酸塩、ポリオ
キシエチレンアルキルカルボン酸塩、アルキルフェニルエーテルスルホン酸塩、アルキル
スルホコハク酸およびその塩、Ｎ－アシルサルコシンおよびその塩、ポリオキシエチレン
ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド硫酸塩などの陰イオン界面活性剤；アルキルアミン塩
、脂肪酸アミドアミン塩、エステル含有３級アミン塩などのアミン塩、モノアルキル型４
級アンモニウム塩、ジアルキル型４級アンモニウム塩、トリアルキル型４級アンモニウム
塩、ベンザルコニウム型４級アンモニウム塩などのアルキル４級アンモニウム塩、アルキ
ルピリジニウム塩などの環式４級アンモニウム塩、塩化ベンゼエトニウムなどの陽イオン
界面活性剤；アルキルグリシン塩、カルボキシメチルグリシン塩、Ｎ－アシルアミノエチ
ル－Ｎ－２－ヒドロキシエチルグリシン塩などのグリシン型両性界面活性剤、アルキルア
ミノプロピオン酸塩、アルキルイミノジプロピオン酸塩などのアミノプロピオン酸型両性
界面活性剤、アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン、脂肪酸アミドプロピルジメチルアミ
ノ酢酸ベタインなどのアミノ酢酸ベタイン型両性界面活性剤、アルキルヒドロキシスルホ
ベタインなどのスルホベタイン型両性界面活性剤などの両性界面活性剤を例示することが
できる。
【００２５】
　アルコール類としては、例えば、エタノール、イソプロパノール、ブタノールなどの低
級アルコール；１，３－ブタンジオール，グリセリン、ジグリセリン、ポリグリセリン、
エチレングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、１，２－ペ
ンタンジオール、１，２－ヘキサンジオール、１，２－ヘプタンジオール、１，２－オク
タンジオール、１，２－ノナンジオール、１，２－デカンジオールなどの多価アルコール
類；ソルビトール、マンニトール、グルコース、ショ糖、キシリトール、ラクトース、ト
レハロースなどの糖類；コレステロール、フィトステロールなどのステロール類などを例
示することができる。
【００２６】
　増粘性高分子としては、例えば、ベントナイト、スメクタイトの他、バイデライト系、
ノントロナイト系、サポナイト系、ヘクトライト系、ソーコナイト系、スチーブンサイト
系などの粘度鉱物；カラギーナン、グアーガム、キサンタンガム、アラビアガム、カラヤ
ガム、トラガントガム、デキストラン、アミロース、アミロペクチン、アガロース、プル
ラン、ペクチン酸ナトリウム、アルギン酸、メチルセルロース、エチルセルロース、カル
ボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース
、カルボキシビニルポリマー、アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体などを例示す
ることができる。
【００２７】
　本発明の頭髪用組成物は、ヘアジェル、ヘアローション、ヘアミスト、ヘアウォーター
、ヘアフォーム、ヘアワックス、ヘアクリームなどの種々の剤型に適用することが出来る
。また、使用形態としては、所望の効果が充分に付与されるのであれば特に限定されない
が、ベタつきを抑えて頭髪を柔らかな風合いで自然にまとめることができるとともに、整
髪保持力に優れた効果を奏し、更には、容易に再整髪することができることから、整髪用
化粧料として好適に用いることができる。
【００２８】
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　本発明の頭髪用組成物は、前記各構成成分を混合し、公知の方法により製造することが
できる。具体的には、非乳化剤型として調製する場合、例えば、プロペラミキサーなどを
用いて攪拌することにより製造することができる。一方、乳化剤型として調製する場合、
例えば、ホモミキサーを用いた転相乳化法などにより乳化することにより製造することが
できる。また、混合と乳化は別々に行っても同時に行ってもよい。
【実施例】
【００２９】
　以下、本発明を実施例に基づいて更に詳細に説明するが、本発明はこれら実施例にのみ
限定されるものではない。尚、配合量は、特記しない限り「質量％」を表す。また、括弧
内の数値は、数平均分子量を表す。
【００３０】
（試料の調製１）
　下記組成に従い、実施例１～９の各頭髪用組成物を常法により調製し、下記評価に供し
た。結果を併記する。尚、評価はすべて、２３℃、湿度６０％の恒温恒湿の一定条件下で
実施した。
【００３１】
（試験例）
　官能評価パネル５名により、実施例の各頭髪用組成物を用いて実際に頭髪を整髪しても
らい、整髪時の「べたつき感」および「整髪力」、整髪１時間後の「整髪保持力」および
「再整髪性」、並びに再整髪後の「フレーキングの有無」について官能評価した。評価は
、下記評価基準により算出された平均点から算出した。
【００３２】
　尚、「べたつき感」の評価は、ベタつきがないものを「非常に良好」として評価を行っ
た。「整髪力」の評価は、柔らかな自然な風合いでまとまっているものを「非常に良好」
として評価を行った。「整髪保持力」の評価は、整髪時の頭髪の形状が保持されているも
のを「非常に良好」として評価を行った。「再整髪性」の評価は、容易に再度望む髪型へ
整髪できるものを「非常に良好」として評価を行った。「フレーキングの有無」の評価は
、再整髪時にフレーキングが生じないものを「非常に良好」として評価を行った。
【００３３】
＜評価基準＞
５点：非常に良好
４点：良好
３点：普通
２点：不良
１点：非常に不良
【００３４】
＜判定基準＞
◎：平均４．０点以上
○：平均３．０点以上４．０点未満
△：平均２．０点以上３．０点未満
×：平均２．０点未満
【００３９】
（実施例３：ヘアミスト）
　ポリエチレングリコール４００　　　　　　　　　　　８．０
　ポリエチレングリコール１５４０　　　　　　　　　　５．０
　ポリエチレングリコール４０００　　　　　　　　　１０．０
　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　５．０
　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
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【００４０】
　実施例３の評価を行った結果、「べたつき感」：◎、「整髪力」：◎、「整髪保持力」
：◎、「再整髪性」：◎、「フレーキングの有無」：◎と言う結果であった。
【００４１】
（実施例４：ヘアジェル）
　ポリエチレングリコール４００　　　　　　　　　　２０．０
　ポリエチレングリコール１０００　　　　　　　　　　５．０
　ポリエチレングリコール４０００　　　　　　　　　３０．０
　カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　０．３
　トリエタノールアミン　　　　　　　　　　　　　　　０．３
　モノミリスチン酸デカグリセリル　　　　　　　　　　０．２
　トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル　　　　　　　　０．２
　メチルフェニルポリシロキサン　　　　　　　　　　　０．３
　マルチトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
　ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００４２】
　実施例４の評価を行った結果、「べたつき感」：◎、「整髪力」：◎、「整髪保持力」
：◎、「再整髪性」：◎、「フレーキングの有無」：◎と言う結果であった。
【００４５】
（実施例６：ヘアフォーム）
（原液部）
　ポリエチレングリコール４００　　　　　　　　　　　５．０
　ポリエチレングリコール１０００　　　　　　　　　　５．０
　ポリエチレングリコール４０００　　　　　　　　　　５．０
　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
　塩化ステアリルトリメチルアンモニウム　　　　　　　０．４
　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　３．０
　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
　原液部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９０．０
　液化石油ガス　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００４６】
　実施例６の評価を行った結果、「べたつき感」：◎、「整髪力」：◎、「整髪保持力」
：◎、「再整髪性」：◎、「フレーキングの有無」：◎と言う結果であった。
【００４７】
（実施例７：ヘアクリーム）
　ポリエチレングリコール４００　　　　　　　　　　　５．０
　ポリエチレングリコール１５４０　　　　　　　　　　３．０
　ポリエチレングリコール４０００　　　　　　　　　１０．０
　塩化ステアリルトリメチルアンモニウム　　　　　　　０．４
　ポリオキシエチレンセチルエーテル（２０Ｅ．Ｏ．）　２．０
　ポリオキシエチレンセチルエーテル（２Ｅ．Ｏ．）　　１．０
　流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
　ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　３．０
　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００４８】
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　実施例７の評価を行った結果、「べたつき感」：◎、「整髪力」：◎、「整髪保持力」
：◎、「再整髪性」：◎、「フレーキングの有無」：◎と言う結果であった。
【００４９】
（実施例８：泡状スタイリング剤（ポンプフォーマー使用））
　ポリエチレングリコール２００　　　　　　　　　　　３．０
　ポリエチレングリコール１０００　　　　　　　　　　３．０
　ポリエチレングリコール４０００　　　　　　　　　　８．０
　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
　ジグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
　ラウリン酸アミドプロピルベタイン　　　　　　　　　０．３
　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００５０】
　実施例８の評価を行った結果、「べたつき感」：◎、「整髪力」：◎、「整髪保持力」
：◎、「再整髪性」：◎、「フレーキングの有無」：◎と言う結果であった。
【００５１】
（実施例９：ペースト状スタイリング剤）
　ポリエチレングリコール４００　　　　　　　　　　２０．０
　ポリエチレングリコール１０００　　　　　　　　　２０．０
　ポリエチレングリコール４０００　　　　　　　　　３０．０
　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００５２】
　実施例９の評価を行った結果、「べたつき感」：◎、「整髪力」：◎、「整髪保持力」
：◎、「再整髪性」：◎、「フレーキングの有無」：◎と言う結果であった。
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